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No.469 江戸
え ど

時代
じ だ い

の天文
てんもん

普及家
ふきゅうか

朝野北水

今から 200 年ほど前に、各地を歩いて、一般
いっぱん

の人に星や天文を教えた人がいました。朝

野北水です。江戸時代、旅をしながら学問
がくもん

を教える人は、算数
さんすう

（日本独自
ど く じ

の算数で、「和算
わ さ ん

」

と呼ばれた）の分野では何人かいましたが、星や天文の分野では朝野北水だけでした。

北水は現在の東京に住み、福島
ふくしま

県、茨城
いばらき

県、山梨
やまなし

県、愛知
あ い ち

県、岐阜
ぎ ふ

県、石川
いしかわ

県などに出

かけ、その土地の有力な農民や 侍
さむらい

など、多くの人に星の話をしました。特に長野
な が の

県では

各地を細かく訪れたようです。北水の話を聞いた人は、全国で数万人にもなると言われて

います。富山県には 1808 年に訪れました。

朝野北水が教えたことは、星座
せ い ざ

や惑星
わくせい

の見つけ方、日食
にっしょく

や月食
げっしょく

の起こる原理
げ ん り

、暦
こよみ

の計

算方法などです。模型
も け い

や大きな説明図を使用して、独自
ど く じ

の方法で解説したことが特徴
とくちょう

です。

星座の見つけ方を教える時は、星座を和紙
わ し

に写し、本にしたものを使っていました。最後

には長さ 8m にも達する大きな星の図を広げて説明しました。当時としては迫力
はくりょく

満点
まんてん

だっ

たと思われます。その本や巨大な星の図が全国各地に残っています。

北水の惑星の見つけ方は現在でも通用
つうよう

します。例
たと

えば、夕方の金星
きんせい

の見え方の説明です。

「最初は高さ 7~8度
ど

のところより見え始め、それより、だんだん 130 日かけて高さが高

くなり、最も高く見える期間
き か ん

は 60 日になる。その後は 50 日かけて高さが低くなり、太陽

と同一方向になって見えなくなる。しかし、18、19 日経つと明け方に見え始める」

これは夕方の金星の動きをよく表しています。他の惑星はその時にどの星座に見えるか

ということで、説明してい

ます。

暦の計算方法は初心者向

けにつくられたので、簡易
か ん い

なものでした。そのため、

当時の富山藩
はん

の本には、「北

水は天文のことは詳
くわ

しくな

い。」と書かれていました。

当時は石黒
いしぐろ

信
のぶ

由
よし

、西村太冲
にしむらたちゅう

という最先端
さいせんたん

の天文学を

理解
り か い

している人が富山にい

たので、そのような評価
ひょうか

に

なったと思われます。当時

の富山県の学問レベルが高

かったことを示しています

ね。

（渡辺誠）
北斗七星の図

北水が使用した星の図（筆者所蔵）


